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研究成果の概要（和文）：研究調査対象の言語（セイリッシュ語，ハイダ語）は，いずれもいわゆる複統合的言語であ
り，従属節の構造も形態論的に複雑である。いずれの言語でも，構造上は従属節と考えられるものが，文法上明確な主
節がなく現われることがある。日本語で言われるいわゆる言いさしの現象と類似している文法現象である。この現象が
どのような使われ方をしているかという点については，通言語的に比べてみると多くの類似が見られた。すなわち，例
えば，警告や注意喚起，あるいは願望などである。その一方で，より広いコンテキストに結びつけるために主節の形式
ではなく，従属節の形式を取ることがあることも分かった。

研究成果の概要（英文）：The languages that we studied in this project (Salishan and Haida) are all so-call
ed polysynthetic languages, and the constructions of subordinate clauses are morphologically complex. What
 are formally subordinated clauses can appear without a clear matrix clause in natural discourse. This is 
comparable to the Japanese "iisashi" phenomenon. The function of such insubordinated clauses are similar a
cross languages, for example, expressing warnings and wishes. They are also used to tie the clause to a br
oader discourse context.
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１．研究開始当初の背景 
本研究で調査研究の対象とした言語は，いず
れの言語もいわゆる無文字言語であり文字
資料がなく，先行研究もごく限られたものし
かない。そのために，これまで本研究の代表
者・分担者・協力者は，これらの言語につい
て音声・音韻論から形態法を中心とした基礎
的な記述を中心に調査研究をおこなってき
た。これらの基礎的な研究が進展していく一
方で，単独の節を超えた，談話単位のなかで
の節のつながり方，複文の構造などの研究に
ついてはいまだほとんど未着手のままであ
った。そのような大きな単位に見られる言語
現象の研究には，自然談話テキストがもっと
も適した資料である。しかし，これらの言語
に関するテキスト資料は，公刊されているも
のはほとんどなく，本研究参加者がこれまで
の調査のなかで収集したものもいまだに量
が少なかった。本研究参加者がこのようにテ
キスト資料の継続的収集と複文の調査研究
の必要性を感じていたところ，近年になり，
複文，あるいは複数の節のつながり方につい
て，ふたつの重要な通言語的研究が著わされ
た。Evans(2007)と Mithun(2008)である。そ
こでは，従来考えられてきたような複文構造
だけではなく，形態統語的には従属節である
にも関わらず，本来あるべき主節がなく，そ
の従属節が単独で現われる現象がさまざま
な言語でみられることがとりあげられた。そ
のような従属節の現われ方について例が引
かれている言語には，本研究で扱うハイダ語
がある。さらに渡辺は同様の現象がスライア
モン語にも見られることを観察し，すでに予
備的な報告（AA 研 2009 年 6 月，オースト
ラリア国立大学 2010 年 3 月）をおこない，
さらに初期的研究発表もおこなっていた（ア
メリカ先住民諸語学会，2010 年 1 月，ボル
チモア）。このような現象をも含めた複文・
節の連結の形式を解明するためにはテキス
トの収集と分析が必須であった。さらに，本
研究が調査研究の対象としている言語は，い
ずれもいわゆる「危機言語」であり，流暢に
話せる話者はひとにぎりの高齢者に限られ
ていた。話者との調査がまだ可能な現在，良
質のテキスト資料を収集し確保することは
急務であり，後世へそのような資料を残すこ
とは研究者としての責務である。国際的にも
研究者が非常に少ないこれらの言語の調査
には，同地域の先住民諸語研究者ばかりでな
く，それぞれの現地コミュニティからも大き
な期待が寄せられていた。 
 
２．研究の目的 
本研究では，北アメリカの北西海岸地域に分
布する14 語族のうちの2語族に属する言語，
具体的にはスライアモン語，ハルコメレム語，
リルエット語（以上，セイリッシュ語族），
そしてハイダ語（孤立言語）の，現地調査に
よる自然談話テキストの収集をおこない，得
られた資料から複文に関する記述的研究を

おこなうことを目的とした。収集したテキス
トは，形態統語的分析をほどこし，デジタル
化をし，将来的にアーカイブに入れられるよ
うに状態を整備することも目的とした。それ
ぞれの複文についての研究のなかで，従属節
が単独で現われる現象についても，厳密には
複文ではないが，従属節の用法の一種として
捉えた。本研究期間中に，それぞれの言語の
複文とその他の節のつながり方について，網
羅的な記述をおこなうことを目指した。 
本研究では個々の調査研究を進めながら

も，相互の研究成果を共有して結びつけ，同
じ地域の他の言語については文献資料で補
いながら，より広く，北アメリカ北西海岸地
域についての考察を共同研究として進める。
いずれの言語もいわゆる複統合的言語であ
り，複雑な形態統語法を持つ。そのような言
語において，複文がどのような構造を見せる
か，そして複文にはどのような多様性がある
のかを本研究の対象言語を通して研究する
ことを目的とした。それを踏まえて，この地
域の言語の地域的特徴を捉えることと，逆に
類似しているなかに見られる相違点を捉え
ることを目指した。 
さらに，これらの個別研究と地域的類型研

究を越えた，通言語的な大きな視点のなかで，
これらの言語が見せる特徴を位置づける研
究をも目指した。 
 
３．研究の方法 
 本研究では，特に，自然談話のなかで節と
節がどのように結びつくか考察をおこなっ
た。取り組んだ対象言語はいずれも今まで収
集されたテキスト（自然談話）が少なかった
ため，その採録，書き起こし，話者との発音
表記（書き起こし）や媒介言語への訳の確認
など，基礎的な作業を地道に続けた。いずれ
の言語も話者数が少なく，このような資料を
集めるのは緊急の課題であり，単語や単文を
集める以上に労力がかかりむつかしい作業
だったが，後世に資料を残すためにも重要で
あると考えた。特に複数の節がどのようにつ
ながっていくか，そしてなかでも，従属節が
主節なしで現われる現象は，自然談話ではな
くては出てこないデータであり，狙って採れ
る類のデータではない。本研究では，研究協
力者も含め，それぞれが対象言語の話されて
いる地域に足を運び，話者と現地調査をおこ
なった。いずれの言語でも残っているわずか
な話者が高齢のため，調査には時間がかかっ
たが，研究期間を通して毎年現地調査ができ，
データを得た。採録したデータはそれぞれが
手書きのノートをパソコンに入力し，データ
のデジタル化をして，分析をおこなった。さ
らに，特に代表者と分担者の間で研究の進捗
状態を確認し合い，得られた知見の共有をし
て，さらにそれを再びそれぞれの研究・分析
に反映させるようにした。 
具体的には，2011 年度は，渡辺がスライア

モン語現地調査を 2011 年 8 月（約 5 週間）



および 2012 年 1 月～2 月（約 3 週間），そし
て研究協力者・清沢がハルコメレム語および
リルエット語現地調査を 8 月（約 4週間）お
こなった。研究協力者（海外共同研究者）の
マリアン・ミスンとは 11 月と 1 月に，ニコ
ラス・エバンズとは 7 月と 11 月に渡辺が実
際に会って研究打ち合わせをおこなった。 
2012 年度は，渡辺がスライアモン語現地調

査を 2012 年 8月（約 3週間）および 2013 年
1月～2月（約 3週間），そして清沢がハルコ
メレム語およびリルエット語現地調査を8月
（約 4 週間）および 2 月～3 月（約 3 週間）
おこなった。マリアン・ミスンとニコラス・
エバンズとは 10 月に渡辺が実際に会って研
究打ち合わせをおこなった。 
2013 年度は，渡辺がスライアモン語調査を

2013 年 8 月（約 5 週間），清沢がハルコメレ
ム語およびリルエット語の現地調査を，8 月
（約 4 週間）および 2 月～3 月（約 3 週間）
おこなった。渡辺はマリアン・ミスンと 2014
年 1月と 2月に，ニコラス・エバンズと 2月
に会い，研究打ち合わせおよび，成果取りま
とめについて協議した。 
 
 
４．研究成果 
本研究では特に自然談話に現われる複文や
従属節の現われ方について取り組んだ。研究
調査対象の言語は，いずれもいわゆる複統合
的言語であり，従属節の構造も形態論的に複
雑である。その分析を通して，その理法の理
解も深まったのが大きな成果であった。具体
的には，本研究開始以前は，資料が乏しく，
極めて断片的にしか分かっていなかったが，
いずれの言語でも，構造上は従属節と考えら
れるものが，文法上明確な主節がなく現われ
ることが，確かに起こることが新たなテキス
ト資料の収集と分析で明らかになってきた。
これは日本語で言われるいわゆる「言いさ
し」の現象と類似している文法現象である。
この現象がどのような使われ方をしている
かという点については，通言語的に比べてみ
ると多くの類似が見られる。すなわち，例え
ば，警告や注意喚起，あるいは願望などであ
る。主節の形式でももちろん同等の内容が表
現できるのだが，そこをあえて従属節で表わ
すことによって，直接的ではなく，いわば間
接的に表わすことができる。そこでは，再構
築されうる主節が表現することを，従属節の
みの形式に含意するということになる。その
一方で，より広いコンテキストに結びつける
ために主節の形式（の単文）ではなく，従属
節の形式を取ることがあることも分かった。
こちらの現象の場合は，再構築できる主節が
特になく，テキスト中のその文脈で，背景的
な情報を与えたり，追加的情報を与えたりす
る。 
 この言いさしに通じる文法現象の研究は，
代表者渡辺己と本研究海外研究協力者のニ
コラス・エバンズの企画立案による国際シン

ポジウム “Dynamics of Insubordination”
につながっていった（2012年10月25-28日，
東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研
究所）。そこでは計 18 組（うち国外から 14
組）による発表が 4日間にわたっておこなわ
れ，活発な研究討議がおこなわれた。この成
果は論集として 2014 年 5 月現在編集中であ
り，エバンズと渡辺はメールでの連絡の他，
何度も直接会って作業をおこなってきた。こ
の論集は John Benjamins 社から出版の予定
である。 
 消滅の危機に瀕している研究対象言語そ
れぞれについて，現地調査を継続しておこな
い，質の高い一次データを採録できたことは，
長期的に考えて，本研究を超えた大きな成果
であったと言える。採録したテキストやその
他のデータは，アーカイブ化を予定している
が，分析や整備が期間内には終わらなかった
ので，今後アーカイブに入れることができる
ように整備を続行する。作業をおこなってい
るなかで，この類のデータをアーカイブに入
れる際のさまざまな問題点が分かったこと
も本研究の副次的な成果である。具体的には，
まずそのようなアーカイブ自体が数少なく，
データの受け付け方もまちまちである。その
なかでは，ロンドン大学のアーカイブについ
て，関係者と協議をして具体的な情報を得る
ことができた。データをアーカイブに入れる
にあたっては，データを提供した話者（ある
いはその遺族）の許諾が必要である。許諾を
得る際に，ロンドン大学のアーカイブでは，
データをどの範囲に公開するかをデータ提
供者が決めることができる。これによって繊
細な権利関係を犯すことなくアーカイブに
入れることができる。 
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